
世
界
で
は
、
発
電
コ
ス
ト
が
高

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
進
め
る
た
め
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
Ｆ

ｅ
ｅ
ｄ
―
ｉ
ｎ

Ｔ
ａ
ｒ
ｉ
ｆ

ｆ
）
と
呼
ば
れ
る
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
電
力
を
固
定
価

格
で
買
い
取
る
制
度
が
一
般
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
で

も
、
世
界
の
動
向
を
踏
ま
え
、
2

0
1
2
年
か
ら
固
定
価
格
買
取
制

度
が
導
入
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。日

本
に
お
け
る
固
定
価
格
買
取

制
度
の
導
入
か
ら
6
年
が
経
過

し
、
�
年
7
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
第
5
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
で
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力

電
源
化
」
が
掲
げ
ら
れ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入

と
、
国
民
負
担
（
買
取
賦
課
金
負

担
）
の
抑
制
を
進
め
る
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
が
拡
大
す
る
一
方
で
、

買
取
価
格
は
低
下
し
て
き
た
（
�

㌔
㍗
以
上
の
太
陽
光
発
電
の
場
合

は
、�
円
／
㌔
㍗
ア
ワー

＠
�
年
か
ら
、

�
円
／
㌔
㍗
ア
ワー

＠
�
年
ま
で
低

下
）。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
徐
々

に
「
Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
―
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」
に
向

け
た
検
討
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

「
Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
―
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」
に
は

二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、

ま
さ
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
出
口
戦
略

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
に
頼
ら
な
く
て
も
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
め
ら
れ

て
い
く
よ
う
な
政
策
・
事
業
環
境

を
い
か
に
整
備
す
る
か
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
二
つ
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

に
よ
る
固
定
価
格
買
取
期
間
（
一

般
的
に
は
�
年
）
が
経
過
し
た
後

に
、
ど
の
よ
う
に
旧
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源

の
電
気
を
活
用
す
る
か
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ッ
ド

パ
リ
テ
ィ
ー
（
系
統
電
力
よ
り
も

Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
の
発
電
原
価
が
安
価

に
な
る
状
態
）
を
い
か
に
実
現
す

る
か
と
い
う
問
題
と
い
っ
て
も
い

い
。
国
の
政
策
で
は
、
徹
底
的
な

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
促
進
し
、
大
型

の
太
陽
光
と
風
力
に
つ
い
て
は
、

卸
電
力
取
引
市
場
価
格
と
競
争
で

き
る
水
準
ま
で
価
格
を
低
減
さ
せ

る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
実

際
、
再
エ
ネ
の
導
入
が
進
む
ア
メ

リ
カ
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
導
入
さ
れ

て
お
ら
ず
、
主
に
税
制
面
で
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
太
陽
光
・
風
力

の
導
入
を
進
め
て
お
り
、
卸
電
力

取
引
市
場
と
同
等

の
価
格
で
買
取
が

な
さ
れ
て
い
る
。

買
手
と
し
て
は
環

境
意
識
の
高
い
Ｒ

Ｅ
1
0
0
企
業
な

ど
が
お
り
、
発
電

所
か
ら
直
接
電
気

を
買
う
「
Ｃ
ｏ
ｒ

ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ

Ｐ
Ｐ
Ａ
」
と
呼
ば

れ
る
契
約
で
、
既

に
�
㌐
㍗
近
い
再

エ
ネ
電
力
の
取
引

が
な
さ
れ
て
い

る
。後

者
に
つ
い
て

は
「
�
年
か
ら
の

制
度
運
用
な
の
だ

か
ら
�
年
以
降
に

考
え
れ
ば
よ
い
」

か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
。
固

定
価
格
買
取
制
度

に
移
行
す
る
前
の

�
年
か
ら
、
家
庭

用
の
太
陽
光
に
つ

い
て
は
余
剰
電
力

買
取
制
度
が
適
用

さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
電
源
の
買

取
期
間
が
	
年
か

ら
終
了
を
迎
え
る

た
め
で
あ
る
。
Ｐ

Ｃ
Ｓ
の
交
換
こ
そ

必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
パ

ネ
ル
の
寿
命
は
�

〜


年
は
持
つ
た

め
、
買
取
期
間
終

了
後
も
自
家
消
費
等
で
有
効
活
用

が
可
能
で
あ
る
し
、
余
剰
電
力
に

つ
い
て
も
新
電
力
な
ど
へ
の
売
電

は
可
能
で
あ
る
。

既
に
蓄
電
池
メ
ー
カ
ー
や
Ｐ
Ｃ

Ｓ
メ
ー
カ
ー
も
自
家
消
費
ニ
ー
ズ

を
商
機
と
捉
え
営
業
活
動
を
活
発

化
し
て
い
る
が
、
蓄
電
池
の
購
入

に
は
一
定
の
初
期
費
用
が
生
じ
る

た
め
、
Ｅ
Ｖ
の
車
載
蓄
電
池
を
有

効
活
用
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
目
の
前
に
迫
る
「
Ｐ

ｏ
ｓ
ｔ
―
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」
の
世
界
が
、

車
（
Ｅ
Ｖ
）
と
家
庭
の
結
び
つ
き

を
強
化
す
る
契
機
の
一
つ
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

（
次
回
は
10
月
13
日
付
に
掲
載

し
ま
す
）
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